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幼児教育学科カリ

保育原理

保育内容総論

1 年前期 1年後期

教育原理

子ども家庭福祉
社会的養護 I 社会的養護 II

社会福祉

乳児保育 I

保育内容 - 健康
保育内容 -環境

乳児保育 II
保育内容 - 人間関係
保育内容 -音楽表現

保育内容 -言葉

子どもの保健
保育内容 -造形表現

障害児保育 A

教育心理学

障害児保育 B

子ども家庭支援の
心理学

器楽Ⅰ

造形の指導法

器楽 II
音楽基礎

環境の指導法
言葉の指導法

保育実習指導 IA 保育実習指導 IB

日本伝統文化入門熊本学

カリキュラム
ポリシー（CP）
教育課程編成
・実施方針

基礎的能力及び幅広く深い教
養を身に付ける教養科目と、
専門の学芸を身に付ける専門
教育科目によりカリキュラム
を編成します。

CP1

教養科目は、大学教育を受け
るために必要な学力と社会人
として求められる汎用的能力
を養うために、「教養基礎」
「外国語」「人間と社会」「自
然と生命」の４領域により編
成します。

個性ある保育者を養成するた
めに、保育に必要とされる各
領域の専門性を高める選択科
目を設置します。また各自が
特に専門領域について学びを
深めるための必修科目として
小グループのゼミ形式で行わ
れる専門研究を配置します。

専門教育科目では、教職に関
する法令及び「指定保育士養
成施設の指定及び運営に関す
る基準」に基づき、 幼稚園教
諭二種免許状及び保育士資格
の取得を目指し、必要とされ
る知識・技能を、各分野にお
いて基礎から系統的に深める
とともに、保育実習や教育実
習での実践とも関連づけて学
ぶことができるように科目を
配置します。

保育者としての知識・技能を
深め、理論と実践の融合を図
るため、附属こども園及び学
外の認定こども園、幼稚園、
保育所、児童福祉施設等での
実習を、法令等に基づき、適
切な時期に配置します。

２年次後期には、２年間の学
修成果を統合するとともに、
各自が履修カルテにより学修
状況を振り返り、幼稚園教諭
二種免許状及び保育士資格を
取得するにあたっての長所を
確認し、課題を克服すること
ができるよう「保育・教職実
践演習」を配置します。

CP2

CP3

CP4

CP5

CP6

教
育
・
保
育
の

原
理

子
ど
も
の

人
権
と
福
祉

子
ど
も
の
生
活
と

発
達
保
障

子
ど
も
の
理
解

保
育
の
技
能

実
践
と
省
察

社
会
人
と
し
て
の
教
養

全学共通開講科目

情報処理 A
基礎セミナー

情報処理 B
キャリアデザイン

日本語表現

教養基礎

体育実技 I
保健体育

英語 I 英語 II外国語

法学（日本国憲法）人間と社会
自然
と
生命

初年次に基礎的素養を身に付
けるための授業科目を置き、
その上に専門的知識と技能を
積み上げられるよう授業科目
を系統的に配置します。

CP7

保

数理・データサイエンス・AI 入
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保育・教育に関する
基本的な理解ができている

子どもの権利、福祉について
の見識、問題意識が備わって
いる

子どもの成長、発達、健康、
保健、食などについて、生活
や活動を発展・充実させるため
の総合的な理解ができている

子どもの表現や遊び、生活・
活動等を豊かにする保育・教育
の実践的な技量が備わっている

子どもの発達や子どもを取り
巻く環境などを理解し、適切
に対応しようとする態度が備
わっている

保育についての実践と省察を
重ね、保育者としての資質・
能力が備わっている

保育の世界や地域社会にかか
わる態度と意欲が備わっている

リキュラムマップ 
2年前期 2年後期

教育方法論

教育課程論

教職・保育者論

教育・保育社会学

子育て支援 子ども家庭支援論

子どもの健康と安全

子どもの食と栄養

特別支援教育論

幼児の理解
（教育相談を含む）

子どもの理解と援助

造形
健康の指導法

器楽Ⅲ

子どもの健康と遊び

器楽Ⅳ

人間関係の指導法

音楽の指導法

保育の環境と子どもの生活

保育方法実践演習
                            （音と遊び）
保育方法実践演習
                            （運動遊び）

教育実習
教育実習指導

専門研究 I 専門研究 II
保育実習指導 II・III

キャリア
  トレーニング

DP1

DP2 

DP3 

DP6 

DP7 

DP5 

DP4 

ディプロマ
ポリシー（DP）
学位授与方針

体育実技 II

人権教育
心理学

子どもの食と栄養

保育実習 I
保育・教職実践演習（幼稚園）

保育実習 II・III

療育基礎論

入門
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５・6号館

如蘭学寮

グラウンド

附属こども園

4号館

学生ホール

2号館

1号館

管理棟

正門

守衛室

駐輪場

プール

体育館

3号館

●各種講義室
●図書館 ●情報処理室  など

●各種講義室  など

●各種講義室・研究室

●各種教室
●学生ホール  など

●講義室・研究室・会議室
●事務局・学長室 ●子育て研究センター
●保健室  など

●実習室・講義室・ピアノ個室  など

5
6
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非常変災時における授業の取り扱いに関する申し合わせ

１．目的
　この申し合わせは、気象警報が発令された場合及び地震等の自然災害が発生した場合に、学生の安
全を確保することを目的として、授業（試験を含む）の取扱いに関し、必要な事項を定める。

２．休講措置
⑴　この申し合わせで休講措置を実施する気象警報は、次のとおりとし、以下「特別警報等」とする。
　　・特別警報（暴風、大雨、暴風雪、大雪に限る）
　　・警報（暴風、暴風雪、大雪に限る）
⑵　九品寺キャンパスの場合は熊本市に、武蔵ヶ丘キャンパスの場合は熊本市または菊陽町に特別警
報等が発令されている時間帯は当該キャンパスで実施される授業・試験を休講とする。なお、特別
警報等が解除された場合は、以下のとおりの対応とする。

一斉休講とする授業時限の範囲 判　断　時　刻
午前 8時 50 分から正午までに実施される授業 午前６時 20 分時点
午後 1時から午後 4時 20 分までに開始される授業 午前 10 時 30 分時点

⑶　学長は、熊本市及び菊陽町に特別警報等が発令されることが予想される場合には、予防的に休講
等の措置を講ずることができる。

⑷　学部長及び学科長は、授業開始後に特別警報等が発令された場合において、下校時の学生の安全
面確保のためには、施設内に学生を留め置くことが適切であると判断したときは、⑵に関わらず授
業を継続させることができる。この場合、当該学部長及び学科長は、速やかに学長に報告するもの
とする。

３．各種公共交通機関の障害等が発生した場合の対応
　熊本市内の公共交通機関の大規模な交通障害・ストライキ等が発生した場合は、その影響範囲を検
討し、休講とすることがある。この場合の休講措置は、第２項⑵の取扱いを準用する。

４．地震等の自然災害が発生した場合の対応
　熊本県に地震等の大規模災害が発生した場合、学長は学部長及び学科長等と協議のうえ、休講の是
非を決定する。

５．その他
　上記以外の場合又は特別な事情がある場合は、学長は学部長及び学科長等と協議のうえ、休講の是
非を決定する。

６．補講の実施
　　この申し合わせにより休講となった授業については、補講を実施する。

７．学外学修の場合
　学外で実施する各種実習、インターンシップ等の場合は、実習先の指導者の指示に従うものとする。

８．連絡体制
　ウェブページ更新体制に基づき、各キャンパスの管轄ページ担当者は管轄ページ所属長の承認後、
尚絅大学及び尚絅大学短期大学部ウェブページのニュース＆トピックスに「非常変災時における休講
について：○月○日午前○時現在」を掲載し、学生及び教職員に周知する。
　教務課担当者は、教務システムを通じて、「非常変災時における休講について：○月○日現在」を学
生に配信するとともに、学内掲示板にて周知する。

９．申し合わせの実施日
　この申し合わせは、平成 29 年４月１日から実施する。
　「台風その他の非常変災における授業の取扱いに関する申し合わせ」は廃止する。



編集・発行　　尚絅大学・尚絅大学短期大学部




